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国立大学として初めて“社会人向け”“夜

間開講”の筑波大学法科大学院が、2005年４

月に秋葉原に誕生する予定です。夜間大学院、

秋葉原という立地、国立大学の学費…と魅力

的な条件が揃っており、社会人の志願者が殺

到することが予想されます。筑波大学大学院

の新井誠教授に、現時点での入試概要や教育

内容についてお伺いしました。 
 

●入学者の選抜について 

――貴学は、社会人を対象とした夜間の法

科大学院ですね。国立大学法人では唯一の夜

間大学院ということで相当な人気が予想され

ますが、どのような人材を採りたいと考えて

いらっしゃいますか。 

新井先生 「応募者が多いだろう」との予

想をよく聞きますが、学校側としてはあまり

楽観しないようにしています。欲しい人材に

ついては、とにかくモチベーションの高い方

に来ていただきたいと思っています。年齢は

高くても若くてもかまいませんし、男女の数

も調整するつもりはありません。 
本学は主に社会人を対象とした大学院です

が、社会人という言葉の意味を幅広く解釈し

ます。たとえば大学卒業見込みの方であって

も、就職先が決まっていれば社会人と考えま

す。 
――もっていると加点される資格や、経験

していると有利な職種等はありますか。 

新井先生 そういうものは特に考えていま

せん。「こういう人にきていただきたい」とい

う特定のイメージは作っていませんので、出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
来るだけ幅広い人材に応募していただきたい

と思います。 
――パートやアルバイトで働いている場合

でも、貴学に応募出来るのでしょうか。 

新井先生 本学でいう社会人とは、健康保

険・厚生年金保険等の被保険者になるような

被用者であるか、一定の資格に基づいて事務

所を経営している方、自営業を営んでいる方、

これらに準ずる方を言います。出願時にパー

トやアルバイト勤務であっても、今述べたよ

うな条件を満たす就労経験のある方であれば、

出願していただくことが出来ます。出願資格

について疑問がある場合は、本学にお問い合

わせ下さい。 
――出願時に推薦状や、就業証明書などを

提出する必要はありますか。 

新井先生 どちらも提出を求めません。 
――出願時に有職であっても、在学中にい

ろいろな理由で離職する方がいるかも知れま

せん。それは構わないのでしょうか。 

新井先生 有職というのはあくまでも入学

時の基準ですので、入学後にご自身の判断で 
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退職される方もいるかも知れませんね。それ

について学校側が何か言うことはありません。 

――入試の概要についてお聞きしたいと思

います。 

新井先生 既修と未修を分けずに一括して

入試を行い、３段階の判定を経て合格者を決

定します。 
 第一段階では、適性試験の得点と他の書類

を参考に受験者を評価します。さきほど述べ

たように多様な才能のある人材を採りたいと

考えていますので、原則として適性試験の点

数で足切りはしない予定です。 
――他の書類というのは、具体的にいうと

どのようなものですか。 

新井先生 職務経験について述べた書類や、

他の資格をもっていることの証明書、語学試

験の結果などです。 
――語学というのは英語を指すのでしょう

か。また語学試験の結果は必ず提出しなけれ

ばならないのでしょうか。 

新井先生 語学試験の結果は任意提出です。

英語に限らず、ほかの言語に関するものでも

構いません。 
――職務経験を示す書類、他資格の保有を

証明する書類、語学試験の結果のほかにも、

自分の判断で書類を提出してよいのでしょう

か。 

新井先生 ご自分の実績を示すような書面

があれば自由に提出して下さい。どんなもの

が出てくるか楽しみにしています。 
――第二段階は小論文試験ですね。この試

験は、具体的にいうとどのようなものになる

のでしょうか。 

新井先生 小論文試験は法律の試験ではな

く、受験生の論理的思考力を問う試験になり

ます。第二段階では、小論文試験の得点と書

類選考の結果（適性試験の成績を含まない）

をあわせて評価します。 
――そして、最後が口述試験（第三段階）

ですね。 

新井先生 出願人数によっては受験者全員

にお会いしたいと考えています。それが無理

な場合でも、できるだけたくさんの方にお会

いするつもりです。口述試験ではその人の能

力を多角的にみるために、さまざまな角度か

ら質問をさせていただきます。 
 多様なバックグラウンドの人に入学しても

らえるよう、マトリックスのようなものを作

成して合否を判定する予定です。 
 
●教育の特色 

――貴学の教育内容や教育体制には、どの

ような特徴がありますか。 

新井先生 大きな特徴は、少人数制だとい

うことです。具体的にどういうふうに教え、

どう育てていくかはまだ模索中ですが、学生

の定員40名に対し専任教員が20名以上いま
すので、担任制できめの細かい指導を徹底し

ていくつもりです。所帯が小さいという条件

を利点にかえて、チャレンジングなことをや

っていきたいと思っています。 
 全体的な教育方針は、法律家になるために

必要なオールラウンドな教育をきちんと行っ

ていくということです。同時に、東京弁護士

会のご協力を得て実務教育にも力を入れてい

きます。校舎内に研修機関として提携法律事

務所を設け、生の事件に触れる機会を提供し

ていきます。 
――平日（火曜日～金曜日）の授業時間は

18 時 20 分から２コマということですが、働

いているとどうしてもこの時間に間に合わな

い場合があると思います。授業時間を遅くし

ていただくのは難しいのでしょうか。 

新井先生 おっしゃることは分かります。

しかし、授業時間を動かすのは難しいと思っ

て下さい。遅刻したり欠席したりする場合に

は、同級生から情報をもらうなどして、各自

で補っていただけたらと思います。 
 働きながら学ぶのは容易なことではありま

せんが、学校側としても出来る限りのバック

アップをしていきます。例えば、セキュリテ

ィの許す限り校舎を 24 時間に近い形で利用
可能にするつもりですし、オフィスアワーを

設定したり、休日や空き時間にＴＡを常時配

置するなどして、学生が質問や相談をしやす

い環境を整えます。 
――社会人は夜間と週末にしか勉強時間を

とれないので、新司法試験に合格するのは容 
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易ではないだろう、との意見もあります。こ

のような意見について先生はどう思われます

か。 

新井先生 正直なところ、そういう側面は

否定できないと思います。だからこそモチベ

ーションの高い学生に入学してもらい、少人

数制できちんと教育していきたいと考えてい

ます。いい合格率を出すことについては、こ

ちらもじゅうぶん意識しています。 
 
●こんな法律家を育てたい 

――最後に、「このような法律家を育てた

い」というようなイメージがあればお聞かせ

下さい。 

新井先生 個人的な意見になりますが、人

間として力のあるよき法律家になってほしい

と思います。実際に起こっている多くの紛争

は、法律の力だけでは解決しません。それを

使う側の人間力がものをいうのです。 
また、本学の教育方針とも重なりますが、「オ

ールラウンドな法律家」というイメージを再

度強調しておきたいと思います。これからは

大企業や官公庁を相手にする仕事が増えると

思いますが、そのような分野ばかりが弁護士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の仕事ではありません。 
少なくとも大学院に在籍している間は幅広

い関心を保ち、個人が直面する紛争や家庭の

問題などに対しても注意を払っていただきた

いと思います。 
――どうもありがとうございました。 

 

資料 

入学定員：40名（主に社会人） 

入試日程：８月中旬に公表 

入試は平成１７年１月の予定 

開設場所：秋葉原駅前 

授業時間：火－金（18:20-21:00）１日２時限 

土(11:45-13:00,13:45-19:35)５時限 

※１時限75分 

学費：他の国立大学法人と同程度（入学金28

万円，年間授業料80万円程度） 

連絡先：筑波大学法科大学院設置推進本部事

務室 

TEL：03-3942-6432/6441／FAX：03-3942-6824 

URL： 

http://www.sakura.cc.tsukuba.ac.jp/~elaw

/new/lawschool01.html 

KALS EVENT INFORMATION 
心理のプロフェッショナルの目指す人のためのスペシャル・イベント！ 

臨床心理フェア 2004秋 
9/20（祝）13:00～18:00【池袋校】＜参加無料／要電話予約＞ 

 特別講演  

13:00 臨床心理士を目指す人へ～職業としての臨床心理士 

   （財）日本臨床心理士資格認定協会専務理事 大塚義孝 氏 

13:55 心理職公務員という仕事とその魅力～法務省矯正行政の現場から 

   法務省 東京矯正管区医療分類課専門職 西岡潔子 氏 

16:30 心理系大学院・大学編入 入試動向とその対策 

17:15 心理職公務員志望者のための学習プランニング 

 個別相談  

臨床心理士指定大学院の教員・担当者による進学相談会 
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１．２００５年度開設予定“新”大学院（研

究科・専攻）～ロースクールは６校が申請、

アカウンティングスクールも目白押し 

文部科学省の大学設置・学校法人審議会では、

2005年度（平成 17年度）開校に向けて認可申
請があった大学院について、現在審議中です。

最終的には、11月末以降に実際の開校有無が決
定しますが、ひと足早く、新たに誕生が見込ま

れる大学院をチェックしてみたいと思います。 
まずは、2004年度の目玉であった法科（専門
職）大学院ですが、昨年は全国 72 校（総定員
6,000名程度／実際の開校は 68校）の認可申請
がありました。今年は 6校・235名と激減して
います。“ロースクール元年”の初年度開校が、

予想以上に多かったことの反動とも言えます。 
今年、一番の注目は、修了すれば公認会計士

試験の一部科目が免除となる「会計専門職大学

院」です。法科大学院のような大規模開校では

ないものの、2005年度には東北大学や早稲田大
学、明治大学、千葉商科大学などで新たに開校

が見込まれ、中央大学など既存校と合わせて、

2005年度の会計専門職大学院は全国で 10校程
度になることでしょう。 
以上のように、今、大学院では、新しいタイプ

の「専門職」が話題の中心です。実際に、認可申

請レベルの総定員で比較すると、今年の認可申請

（2005 年度開校予定）では、専門職が約 1,400
名、それ以外の既存タイプの大学院は約 650 名
（博士後期課程も含む）となっています。なお、

新しいタイプの大学院と言えば、構造改革特別区

域法に基づく学校設置会社による認可申請校も

見られます。今はまだ 3 社（今年の認可申請を
含め）だけですが、これからは、民間企業の学校

経営への参入は確実に増加することと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最後に、今年申請校の研究科・専攻名を見る 
と、「会計」以外にも「知的財産」や「経営情報」

「技術経営」といった言葉が目につきます。知

的財産は言うまでもありませんが、MOT とい
った理工系からの“経営”へのアプローチは、

今後、さらに増えることは間違いないことでし

ょう。 
※認可申請大学の最終的な開校は 11 月末以
降です。認可申請＝開校決定ではありません。

ご注意ください。 
 
２．臨床心理士指定大学院「オープンキャ

ンパス ＆ 学校説明会」情報～志望校の説

明会には、ぜひ参加してみよう！ 

例年 6月～7月にかけて、各大学院では秋入

試の案内書・募集要項を作成・配布します。同時

に、オープンキャンパスや学校説明会などを開

き、受験生が直接入試担当者や、大学教員と話

せる場を設けています。 

このような説明会に足を運ぶことによって、さま

ざまな情報を収集することができます。今年秋に

実施される入学選考を目指す受験生にとっては、

研究計画書の作成で大変な時期だと思います

が、時間を見つけ自分の志望校への学校説明

会に参加してみてはいかがでしょうか。 

以下、関東圏の主な指定校の説明会情報で

す。ご参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※当記事は専用サイト「KALS 大学院入試情報クラブ」

（http://www.kals-net.jp）からの転載です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

河合塾ライセンススクール 

大学院入試対策講座事務局 
 Free Dial：0120-19-5949 

≪ホームページ≫ http://www.kals.jp/ ≪大学院入試情報クラブ≫ http://www.kals-net.jp/ 

池袋校／横浜校／名駅校／京都校／仙台校 

大学院入試 

今月のHOT NEWS 

学校名 日程 時間 場所

６／２６（土） １２：３０～１７：００ 池袋サンシャインシティ　文化会館２F

７／１１（日） １１：００～１７：００ 新宿NSビル

横浜国立大学 ７／３（土） １５：００～１７：００ 横浜国立大学　弘明寺キャンパス３F

東洋大学 ７／３（土） １１：００～１５：００ 東洋大学　白山キャンパス

青山学院大学 ７／３１（土） １４：００～１７：３０ 青山キャンパス

東洋英和女学院大学 １０／３０（土） １３：００～１５：３０ 東洋英和女学院大学

聖心女子大学 ７／２９（木） １３：００～１７：００ 聖心女子大学

東京国際大学 ８／２５（水） １３：００～１５：００ 東京国際大学早稲田サテライト１F
※電話かメールで申し込み(TEL 03-3205-7727)

武蔵野大学 ７／３１（土） １３：００～１５：００ 武蔵野大学　７１０１教室
※FAXかメールで要予約

立正大学 ８／２９（日） １４：００～１６：００ 立正大学　大崎キャンパス

目白大学 ８／１４（土） １３：００～ 新宿キャンパス７号館２階７２００教室

桜美林大学

 


